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本編は，京都大学名誉教授であられた本田實信博士（1923－1999）旧蔵の中央ユーラシア関係論
文等の抽印に係わる目録である。本田博士邸の書庫に納められていた抽印類を，本田家の格別の御
厚意によって，桃山学院大学に御寄贈いただいたものである。
本田博士は，愛知県御出身で，第八高等学校を経て1949年東京大学文学部東洋史学科を御卒業後，
大学院でモンゴル史を研究され，53年から57年まで第二次世界大戦後最初の留学生として英国ケン
ブリッジ大学に日本語講師の任を帯びて派遣され，そのさい碩学ミノルスキーの指導のもと，イラ
ン学を学ばれ，Ph.D.を取得された。帰国後は北海道大学文学部に職を得られ，東洋史学講座（塞
外史学）を担当された。68年からしばしばイランで調査活動をおこなわれたが，とりわけ暗殺者教
団の山城群遺跡の学術調査では画期的な成果を上げられたのである。75年４月に京都大学文学部西
南アジア史学講座に配置換えとなられ，主任教授として教育・研究に精力的に取り組まれた。京大
の西南アジア史学科は，70年に創設された全国唯一の講座であったが，博士は厳格な教育によって
多くの世界的に名の知れた後進研究者を育成され，他方で千点以上にのぼる「ペルシア語イラン文
献資料集成」の購入に尽力されるなど，同講座の基礎固めから発展への重要な役割を見事に果たさ
れた。11年間の御在任中，京都大学評議員，文学部長，羽田記念館（京都大学文学部内陸アジア研
究所）主事等の要職を歴任されるなど，学内行政にも多大の貢献をされ，86年３月定年退官，京都
大学名誉教授となられた。請われて名古屋商科大学に職をおかれたが，1999年１月６日，名古屋に
出講に赴かれた際，急逝された。博士の御業績については，井谷鋼造「わが師，本田実信先生を偲
んで」(『以文』42 京大以文会 1999)，北川誠一「本田實信先生を見送って」(『内陸アジア史研
究』14 1999)，新谷英治「本田實信先生のご逝去を悼む」(『西南アジア史研究』50 1999）など，
博士の門弟の方々の追悼記に詳細に述べられている。
博士の御専門は，モンゴル支配時期のイラン史だが，広くユーラシア全域に及ぶ研究上の視野に
より，モンゴル支配の及んだ各地域に伝えられた史料を縦横に駆使して，真にフィロロジカルな考
察を展開され，ややもすれば漢文史料に偏りがちであった従前の日本における研究手法に新しい展
望をきりひらかれた。長年の御研究の成果は，国内外の研究者から出版が歓迎された巨冊『モンゴ
ル時代史研究』(東京大学出版会 1991）に明らかであるが,『イスラム世界の発展』(ビジュアル
版世界の歴史６ 講談社 1985）など，最新の学説をふまえた平易な語り口による一般読者向けの
名著もよく知られている。
さて，このほど本学に頂戴した博士旧蔵の抽印は多種大量にのぼるが，内容としては，少数の例
外はあるものの，一応「中央ユーラシア」という範囲でまとめることができるように思える。文学
部が創設されて十年余，まだまだ所蔵図書が十分ではない本学にとって，今回の御寄贈は，まこと
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にありがたい御高配である。特に，中央アジアや西南アジアなど，今後の世界情勢を考えるうえで
無視できないイスラム地域関係の論説を多く含む本コレクションは，今後本学の教育・研究の両面
でおおいに役立ってくれるものと確信している。この有意義なコレクションを学内外の方に広く御
利用いただくのが，博士の御遺志にも沿うことと考え，ここに目録を編纂した次第である。
文末になったが，今回の一件について特段の御高配を賜った本田家にあつく御礼申し上げるとと
もに，作業に係わる御助言と御協力をいただいた京都大学名誉教授間野英二先生，北海道大学大学
院文学研究科教授菊池俊彦先生に深く感謝申し上げるものである。また，目録原稿の入力について
は，本学情報センター事務スタッフの御助言をいただき，作業については，同センター学生補助員
の岩井敏行・釜谷知行・川合和晃・那須香織・森澤慎祐・柳田律子の諸君にお手伝いいただいた。
特記して謝意を表する。また，受け入れに際しては，本学図書館長片倉穰教授，図書館事務スタッ
フの方々の御尽力をいただいた。併せ記してお礼申し上げる。なお本稿は原山に対して交付された
2001年度桃山学院大学特定個人研究費による成果の一部であることを感謝とともに銘記する。
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凡 例
１．本目録は，本田實信博士旧蔵の抽印を合冊製本した集成にかかわるものである。全体を以下の
３部で構成し，各件について，著者名・論文名（書名)・掲載誌名・巻号（出版社名)・刊年を表
示した。
２．第１部には，学術雑誌・論集などに掲載された一般抽印類をおさめた。
３．和文抽印については，配列は著者名50音順とする。整理の都合上，版型を揃えて合冊製本して
いるので，各件の末尾に [１] [２] のごとく，分冊の巻数を示した。
４．ロシア語を含む欧文抽印については，版型に関係なく，著者名順に合冊製本し，分冊巻数順に
表示した。以後は，分冊巻数順に表示する。
５．第２部には，文部省科学研究費補助金重点領域研究「比較の手法によるイスラームの都市性に
関する総合的研究」(略称：｢イスラムの都市性｣。以下これに従う）関係の報告書（＜研究報告
シリーズ＞＜研究会報告シリーズ＞＜Research Report on Urbanism in Islam, Monograph Series＞
＜マディーニーヤ ニューズレター＞）をおさめた。これら報告書を，種別ごとに号数順に配列
した。
６．第３部には付録として，単行書籍類をおさめた。主な内容は，学術機関によって刊行された蔵
書目録などの非売図書，科学研究費補助金にかかわる報告書などである。これについては，単行
書籍であることから，本「集成」に合冊製本せず，それぞれの分類項目にしたがって本学図書館
に配架した。参考書誌，工具書として利用される場合が多いと想定し，利用者にとってより手近
な場所におくべきと考えたからである。
７．第１部・第２部の本学図書館における分類番号は220，第３部の分類番号は各件の内容に即し
て付されている。
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第１部 一般抽印類（和文）
あ行
赤坂恒明「『五族譜』と『集史』編纂」『史観』
130，1994年 [１]
足利惇氏「西アジアにおける民族移動とその政
治性」『オリエント』20２，1977年 [１]
荒松雄「デリーに現存する奴隷王朝初期の墓に
ついて」『東洋文化研究所紀要』33，1964年
[１]
荒松雄「デリーに現存する奴隷王朝中期の墓に
ついて」『東洋文化研究所紀要』34，1964年
[１]
新井政美「『ゲンチ・カレムレル』と青年トル
コ人―ナショナリズム研究の観点から―」
『史學雜誌』93４，1984年 [１]
新井政美「｢三つの政治路線」への二つの反論
―トルコ・ナショナリズム生成期における思
想状況の一端―」『人文研究』(大阪市立大学
文学部）36９，1984年 [１]
新井政美「Yurduとその周辺」『イスラム
世界』25・26，1986年 [１]
新井政美「オスマン帝國におけるイスラム改革
主義の展開―	 Mecmuas
を中心に―」
『東洋史研究』45３，1986年 [１]
新井政美「『イスラム評論』(	Mecmuas
）
目録稿」『人文研究』(大阪市立大学文学部）
3813，1986年 [１]
新井政美「トルコにおけるトルコ近代史研究の
新潮流」『日本中東学会年報』４２，1989年
[１]
新井政美「Ocaの設立をめぐる二，三
の問題」『西南アジア研究』31，1989年 [25]
安藤志朗「ティムール朝Rukh麾下の中
核 am¯r」『東洋史研究』43４，1985年 [１]
安藤志朗「ティムール朝國制―Diez A. Fol. 74
未完成ミニアチュールより―」『東方學』87，
1994年 [１]
安藤志朗「王朝支配とスーフィー―ジャームの
シャイフの場合―」『西南アジア研究』41，
1994年 [25]
池内功「李全論―南宋・金・モンゴル交戦期に
おける一民衆叛乱指導者の軌跡―」『社会文
化史学』14，1977年 [２]
池内功「金末義軍制度の考察」『社会文化史学』
16，1978年 [２]
池内功「モンゴルの金国経略と漢人世侯の成立
(一)」『四国学院大学創立三十周年記念論文
集』，四国学院大学文化学会，1980年 [２]
池内功「モンゴルの金国経略と漢人世侯の成立
(二)」『四国学院大学論集』46，1980年 [２]
池内功「史氏一族とモンゴルの金国経略」『中
嶋敏先生古稀記念論集』，汲古書院，1980年
[２]
池内功「モンゴルの金国経略と漢人世侯の成立
(三)」『四国学院大学論集』48，1981年 [２]
池内功「モンゴルの金国経略と漢人世侯の成立
(四)」『四国学院大学論集』49，1981年 [２]
池内功「オゴタイ朝の漢地における戸口調査と
その意義」『歴史における民衆と文化―酒井
忠夫先生古稀祝賀記念論集―』，国書刊行会，
1982年 [25]
池内功「モンゴル朝の漢地における地方官制に
ついて」『東洋史論』４，1982年 [25]
池内宏「刀伊の入寇及び元寇」『岩波講座 日
本歴史』，岩波書店，1934年 [２]
池田次郎「イラン西北部におけるパルティア時
代の墓制について」『考古論集（慶祝松崎寿
和先生六十三歳論文集)』，1977年 [25]
井谷鋼造「モンゴル侵入直前のルーム―バーバ
ーの反乱をめぐって―」『オリエント』30１，
1987年 [２]
井谷鋼造「ルーム・サルタナトとホラズムシャ
ー」『東洋史研究』47１，1988年 [２]
井谷鋼造「モンゴル軍のルーム侵攻について」
『オリエント』31２，1988年 [２]
井谷鋼造「モンゴル人のイスラーム化」『イス
ラームとモンゴル』(中近東文化センター研
究会報告）10，1989年 [25]
井谷鋼造「Fatih 4517ペルシア語写本 Nuzhat
al-に見えるルーム地方の記述につい
て」『追手門学院大学文学部紀要』27，1993
年 [25]
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井谷鋼造「｢大セルジュク朝」と「ルーム・セ
ルジュク朝｣」『西南アジア研究』41，1994年
[25]
井谷鋼造「中世イランの老いと若さ」『東洋文
化学科年報』(追手門学院大学文学部）11，
1996年 [２]
井谷鋼造「セルジュク朝の名祖セルジュクの父
の名	について」『追手門学院
大学創立三十周年記念論集（文学部篇)』，
1997年 [25]
井谷鋼造「Aya Sofya 3605 ペルシア語写本

・ 中のセルジュク朝関連の
記事について（下)｣『追手門学院大学文学部
紀要』32，1997年 [25]
伊藤義教「アラム・イラン混成語形とその周辺
―ゾロアスター在世年代論へ―」『三笠宮殿
下古稀記念オリエント学論集』，小学館，
1985年 [25]
井戸一公「元朝侍衛親軍の成立」『東洋史論集』
(九州大学文学部）10，1982年 [２]
伊藤秀一「バクーの東方諸民族大会について」
『神戸大学文学部紀要』１，1972年 [２]
伊藤秀一「エフサヌッラー・ハンの「回想」に
ついて」『内田吟風博士頌寿記念東洋史論集』，
同朋舎出版，1978年 [２]
伊藤秀一「スルタン―ガリエフの思想について
―コミュニズムとナショナリズムの谷間―」
『三十周年記念論集 神戸大学文学部』，1979
年 [２]
伊藤道治「彝銘考」『神戸大学文学部紀要』
６，1977年 [２]
稲葉穰「スルタン･マスウード時代の・
	と 	」『東洋史研究』45２，
1986年 [２]
稲葉穣「ガズナ朝のハージブ」『西南アジア研
究』29，1988年［25］
稲葉穣「七―八世紀ザーブリスターンの三人の
王」『西南アジア研究』35，1991年 [25]
稲葉穣「ガズナ朝の「王」ガズナについて」
『東方學報』66，1994年 [25]
稻葉穰「ガズナ朝のナディーム」『東方學』89，
1995年 [２]
今永清二「メナンカバウのイスラーム社会―パ
ダン近郊ムスリム村落の調査を中心に―」
『史学研究』164，1984年 [２]
岩井大慧「宋代經濟文書斷簡零葉」『加藤博士
還暦記念東洋史集説』，富山房，1941年 [２]
岩武昭男「本田実信著『モンゴル時代史研究』」
『オリエント』34２，1991年 [２]
岩武昭男「ガザン・ハンのダールッスィヤーダ
( !)」『東洋史研究』50４，1992
年 [２]
岩武昭男「｢イスラム都市」研究の現況―イス
ラム法とワクフ―」『歴史科学』(大阪歴史科
学協議会）129，1992年 [25]
岩武昭男「ラシード著作全集の編纂―『ワッサ
ーフ史』著者自筆写本の記述より―」『東洋
學報』78４，1997年 [２]
上原淳道「傅斯年の古代史研究について」『古
代學』１２，1952年 [25]
上原淳道「最近の孔子研究について」『古代學』
１４，1952年 [25]
植松正「元代の條畫をめぐる滋賀秀三氏との意
見の交換と展望」『東洋史研究』38４，1980
年 [３]
植松正「元初の法制に關する一考察―とくに金
制との關連について―」『東洋史研究』40１，
1981年 [３]
植松正「元初の族の叛乱について」『香川大
学一般教育研究』25，1984年 [３]
内田吟風「唐高宗勅撰西域志校録」『研究』(神
戸大学文学会）35，1965年 [３]
内田吟風「吐火羅 ("# ) 國史考」『東方
學會創立二十五周年記念東方學論集』，1972
年 [３]
内田吟風「魏志倭人傳中の熱帶的諸記事につい
て」『小野勝年博士頌寿記念東方学論集』，龍
谷大学東洋史学研究会，1982年 [３]
宇野伸浩「モンゴル帝國のオルド」『東方學』
76，1988年 [３]
宇野伸浩「オゴデイ・ハンとムスリム商人―オ
ルドにおける交易と西アジア産の商品―」
『東洋學報』70３/４，1989年 [３]
宇野伸浩「チンギス・カン家の通婚關係の變遷」
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『東洋史研究』52３，1993年 [３]
宇野伸浩「イスラムの歴史に組み込まれたモン
ゴル」『史滴』15，1994年 [３]
宇野春夫「後唐の同姓集団」『藤女子大学文学
部紀要』３，1964年 [25]
梅村坦「違約罰納官文言のあるウィグル文書―
とくにその作成地域と年代の決定について―」
『東洋學報』58３/４，1977年 [３]
梅村坦「敦煌探検・研究史」『講座・敦煌１
敦煌の自然と現状』，大東出版社，1980年
[３]
梅村坦「ウイグル文書「SJ Kr. 4/638」―婚礼
・葬儀費用の記録―」『立正大学教養部紀要』
20，1987年 [25]
榎一雄「セデス氏「カムボヂァに於ける十二獸
環の起源｣」『東洋学報』23４，1936年［25］
大嶋隆「字説」『北大季刊』21，1961年 [４]
太田彌一郎「元代の哈剌赤軍と哈剌赤戸―「探
馬赤戸」の理解に関って―」『集刊東洋学』
46，1981年 [４]
大谷敏夫「揚州・常州学術考―その社会的関連
―」『明清時代の政治と社会』，京都大学人文
科学研究所，1983年 [４]
大谷敏夫「清朝君主権と士大夫」『鹿児島大学
人文学科論集』19，1984年 [４]
大谷敏夫「嘉定銭氏考」『東洋藝林論叢』，1985
年 [４]
大谷敏夫「中国旅行記―福州から西安を訪ねて
―」『鹿大史学』33，1985年 [４]
大谷敏夫「洋務運動期における経世思想につい
ての一考察」『鹿大史学』33，1985年 [４]
大谷敏夫「林則徐研究における現状と課題」
『人文学科論集』(鹿児島大学法文学部紀要）
24，1986年 [４]
大野盛雄「イラン農村の社會経濟構造の研究―
第一部 サーアトルウ村（アゼルバイジャン）
の例―」『東洋文化研究所紀要』38，1965年
[５]
大野盛雄「イラン農村の社會經濟構造の研究―
第二部 ベヘジャットアーバード村（エスフ
ァハーン）の例―」『東洋文化研究所紀要』
39，1965年 [５]
大野盛雄「イラン農村の社會經濟構造の研究―
第三部 ケイルアーバード（シーラーズ）の
例―」『東洋文化研究所紀要』40，1966年
[５]
大野盛雄「イラン農村の社會經濟構造の研究―
第四部 エブラーヒームアーバード（ニーシ
ャーブウル）の例―」『東洋文化研究所紀要』
44，1967年 [５]
大野盛雄「イランの農地改革について―オムデ
マーレキのデヘ（むら）の事例をめぐって―」
『アジア経済』８10，1967年 [26]
大野盛雄「村騒動の一日―国王権力とマーレキ
と農民のあいだ―」『東洋文化』63，1983年
[４]
大場利夫「札樽地域における埋蔵文化財の保護
について」『北海道自然保護協会々誌』９
[26]
岡崎精郎「石濱・石田両博士学術交流記録抄」
『古代文化』35８，1983年 [26]
岡崎敬「新疆アスタァナ高昌国末期より盛唐に
わたる張雄の家系の古墓―墓誌銘とその出土
文物―」『Museum』(東京国立博物館美術誌）
338，1979年 [26]
岡崎敬「考古学上よりみた敦煌 上」『講座・
敦煌２ 敦煌の歴史』，大東出版社，1980年
[４]
岡崎正孝「イスラーム帝國における前期的資本
家の一側面―とくに，ジャフバズについて―」
『東洋史研究』20１，1961年 [４]
岡崎正孝「イスラーム帝国における手形，小切
手について」『西南アジア研究』６，1961年
[26]
岡崎正孝「イランにおける王領地配分に関する
ノート」『西南アジア研究』12，1964年 [26]
岡崎正孝「イランにおける綿花流通機構」『西
南アジア研究』14，1965年 [26]
岡崎正孝「イラン地主の二つの型」滝川勉・斎
藤仁（編)『アジアの土地制度と農村社会構
造Ⅰ』，アジア経済研究所，1966年 [26]
尾形勇「木村正雄著『中国古代帝国の形成―特
にその成立の基礎条件―』」『史學雑誌』75
４，1966年 [４]
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奥山憲夫「正徳宸濠の乱について」『佐久間重
男教授退休記念中国史・陶磁史論集』，燎原
書店，1983年［４］
奥山憲夫「明代後期における官僚の京営統制に
ついて」『北大史学』22，1982年 [４]
奥山憲夫「嘉二十九年の京營改革について」
『東方學』63，1982年 [４]
奥山憲夫「明代巡撫制度の變遷」『東洋史研究』
45２，1986年 [４]
小田壽典「ウィグル文八陽経「大谷氏所蔵断片」
追考」『豊橋短期大学研究紀要』１，1984年
[26]
小田壽典「ウイグル訳「四十華厳経の識語につ
いて（英文）On the Uigur Colophon of the
	

 in Forty-Volumes」
『豊橋短期大学研究紀要』２，1985年 [26]
小谷仲男「クシャン王朝と漢代西域」『富山大
学人文学部紀要』17，1991年 [26]
小名康之「フランソワ＝ル＝グーの手紙をめぐ
って―フランス東インド会社とムガル―」
『青山史学』８，1984年 [26]
小名康之「17世紀インドにおけるフランソワ＝
ル＝グーの活動」『三上次男博士喜寿記念論
文集 歴史編』，平凡社，1985年 [26]
小名康之「ムガル帝国の支配体制―マンサブダ
ーリー制―」『中世史講座』４，学生社，
1985年 [４]
小野浩「‘Arz・	にみえるとnawkar
―カラ・コユンル，アク・コユンルの側近集
団―」『アジア・アフリカ言語文化研究』35，
1988年 [26]
小野浩「サドル（s
・
adr) 職の成立に関する一史
料― G. Herrmann, “Zur Entstehung des S・adr-
Amtes”より―」『西南アジア研究』28，1988
年 [26]
尾上兼英「明代白話小説ノート―短編小説・
｢三言」(一)―」『東洋文化研究所紀要』44，
1967年 [４]
小野山節「古代オリエントの幾何学様式時代」
日本オリエント学会（編)『三笠宮殿下還暦
記念オリエント学論集』，講談社，1975年
[26]
か行
勝藤猛「イラン人生活の諸相」『大阪外国語大
学学報』32，1974年 [27]
勝藤猛「ペルシア語語彙索引の作成について」
『大阪外国語大学学報』33，1975年 [27]
勝藤猛「ペルシア世界におけるトルコ・モンゴ
ル的要素」『評林』(大阪外大法経学会）14，
1975年 [６]
勝藤猛（訳注）｢バーナード・ルイス著『中東
と西洋』」『国際関係論の総合的研究（1984年
度)』(大阪外国語大学特定研究報告書)，
1985年 [６]
勝藤猛「新疆に関する覚え書」『大阪外国語大
学学報』72３，1986年 [27]
勝藤猛「太平洋戦争文献に関するいくつかの問
題」『国際関係論の総合的研究（1985・86)』
(大阪外国語大学特定研究報告書)，1987年
[６]
加藤和秀「キショリ・サラン・ラール著『サル
タナットのたそがれ』」『東洋學報』51２，
1968年 [６]
加藤和秀「ティームールとアフガニスタン」
『北大史学』12，1968年 [６]
加藤和秀「14世紀前半ブハラ農村社会に関する
一考察」『オリエント』14２，1971年 [６]
加藤和秀「ティームールのインド遠征」尚樹啓
太郎（編)『歴史における文明の諸相』(東海
大学創立三十周年記念論文集Ⅱ)，東海大学
出版会，1974年 [６]
加藤和秀「	の対 ‘	Turks 政策―
一世宛て一書簡をめぐって―」『バ
ルカン・小アジア研究』２，1976年 [27]
加藤和秀「＜書評＞ ‘Abd al-H・usayn 
Qarn-i」『バルカン・小アジア研究』
４，1978年 [27]
加藤直人「アンジユン・呉元豊・趙志強著『シ
ベ族が移動し駐防した記録（≪錫伯族遷徙考
記≫)』」『東洋學報』67１/２，1985年 [６]
神近牧男・山本太平「中国毛烏素砂漠における
自然環境について―二，三の気象・土壌特性
―」『鳥取大学砂丘研究所報告』25，1986年
[27]
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蒲生一「シーラーズのサアディー著『薇薔園』
(GULISTAN) に現われた動物について」[27]
河上洋「渤海の地方統治體制―一つの試論とし
て―」『東洋史研究』42２，1983年 [６]
川口司「とチャガタイ・アミール達」
『東洋學報』69３/４，1988年 [６]
川口司「ティムール朝におけるある有力アミ
ールの実像」『北大史学』33，1993年 [６]
川口司「ティムール朝シャー・ルフ政権時代
のアミール反乱―140607年のサイード・ホ
ージャの反乱をめぐって―」『アジア・アフ
リカ言語文化研究』45，1993年 [27]
川瀬豊子「ダーラヤワウ１世治世下の祭儀と王
室経済―ペルセポリスの場合―」『オリエン
ト』21１，1978年 [６]
川瀬豊子「ハカーマニシュ朝初期の女性労働者」
『待兼山論叢（史学篇)』16，1982年 [６]
川瀬豊子「ペルセポリス王室経済圏における馬
群管理」『オリエント』30１，1987年 [６]
川瀬豊子「ハカーマニシュ朝史研究の現状と問
題点」『評林』15，1988年 [６]
川瀬豊子「Achaemenid History Workshop―ハ
カーマニシュ朝ペルシア帝国再検討の試み―」
『西南アジア研究』33，1990年 [27]
河田久美「19世紀の Fa¯rs地方勢力―ボルーク
統治権からみた諸勢力の動向―」『上智アジ
ア学』13，1995年 [27]
河田久美「カシュカーイーとファールス地方」
『西南アジア研究』44，1996年 [27]
河内良弘「ニシャン・サマン傳譯注」『京都大
学文學部研究紀要』26，1987年 [27]
川床睦夫「バーディゥ出土の碑文をめぐって」
『二十一世紀への考古学』(桜井清彦先生古希
記念論文集)，雄山閣，1993年 [27]
川本正知「ナクシュバンディー團の修業法に
ついて」『東洋史研究』42２，1983年 [６]
川本正知「ホージャ・アフラールとアブー・サ
イード―ティムール朝における聖者と支配者
―」『西南アジア研究』25，1986年 [27]
川本正知「12世紀におけるスーフィズムの実践
について」『オリエント』31１，1988年 [６]
川本正知「ナクシュバンディー教団」『＜シリ
ーズ世界史への問い＞４ 社会的統合』，岩
波書店，1989年 [６]
川本正知「ホージャ・アフラールのワクフ文書」
『人文学報』63，1990年 [27]
川本正知「イスラムの私有財産（milk）につい
て」『オリエント』34１，1991年 [６]
川本正知「ホージャ・アフラールの不動産登記
文書―一五世紀中央アジアの私有財産所有に
ついて―」『東洋史研究』50３，1991年 [６]
香山陽坪「ロシア帝政時代の中央アジア研究」
『東海史学』27，1992年 [６]
香山陽坪「ロシア帝政時代の中央アジア研究
(２)―V. V.バルトリドをめぐって―」『東海
史学』28，1993年 [６]
田信夫「朝の國史列傳と貳臣傳」『東方學
會創立二十五周年記念東方學論集』，1972年
[６]
菊池忠純「マムルーク朝時代カイロのムフタシ
ブ―出身階層と経歴を中心に―」『東洋學報』
64１/２，1983年 [７]
菊池俊彦「札幌市平岸天神山出土の土器につい
て」『北海道考古学』３，1967年 [28]
菊池俊彦・大場利夫・松下亘・米村哲英「知床
半島の遺跡」『北海道文化財シリーズ９ 知
床半島特別調査報告』，1967年 [28]
菊池俊彦「樺太のオホーツク文化について」
『北方文化研究』５，1971年 [28]
菊池俊彦「北千島の「オホーツク文化」に関す
る問題点」『北海道考古学』８，1972年 [28]
菊池俊彦・西本豊弘「沿海州ペスチャヌイ半島
出土の動物遣存体」『北海道史研究』３，
1974年 [28]
菊池俊彦「コリヤーク地方の考古学研究史」
『北海道史研究』４，1974年 [28]
菊池俊彦「＜学界動向・批評＞ルスラン・セル
ゲーヴィチ・ヴァシリエフスキー著『コリヤ
ークの起源と古代文化』」『北大史学』14，
1974年 [７]
菊池俊彦「＜考古学動向・書評＞アレクセイ・
オクラドニコフ著，加藤九祚・加藤晋平訳
『シベリヤの古代文化』」『北海道史研究』６，
1975年 [28]
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菊池俊彦「オホーツク文化に見られる靺鞨・女
真系遺物」『北方文化研究』10，1976年 [28]
菊池俊彦「	

	
	
	（デレブャーンコ著
『黒龍江中流の靺鞨の遺跡』)」『史學雜誌』86
２，1977年 [７]
菊池俊彦「＜書評＞Ｒ・Ｓ・ヴァシーリェフス
キー，Ｖ・Ａ・ゴールベフ著『樺太の古代の
聚落（ススヤ遺跡)』」『北海道考古学』14，
1978年 [28]
菊池俊彦「オホーツク文化の起源と周辺諸文化
との関連」『北方文化研究』12，1978年 [28]
菊池俊彦「阿穆尓河流域的靺鞨，女真遺存」
『河學刋 地方歴史版』1987４，1987年
[28]
菊池俊彦「＜北海道考古学講座10＞大陸文化と
北海道」『北海道史研究』19，1979年 [28]
菊池俊彦「＜1981年の動向＞シベリア・極東」
『考古学ジャーナル』204，1982年 [28]
菊池俊彦「＜1983年の動向＞シベリア・極東」
『考古学ジャーナル』232，1984年 [28]
菊池俊彦「＜1986年の動向＞シベリア・極東」
『考古学ジャーナル』277，1987年 [28]
菊池俊彦「オーリガ＝ヴァシーリエブナ＝ヂャ
ーコヴァ『ソ連邦極東の中世初期の土器―四
～一〇世紀の歴史資料として―』」『考古学研
究』34１，1987年 [７]
菊池俊彦・梶原洋「＜1987年の動向＞シベリア
・極東」『考古学ジャーナル』291，1988年
[28]
菊池俊彦「靺鞨の同仁文化の遺跡」『北海道考
古学』24，1988年 [28]
菊池俊彦「黒龍江省夢北県の靺鞨の遺跡」『史
朋』23，1989年 [28]
菊池俊彦「カムチャダールとアイヌ―その文化
的交流―」『学会報』(日本シベリア学会）４，
1989年 [28]
菊池俊彦「銀の道―北海道羅臼町植別川遺跡出
土の銀製品に寄せて―」『平井尚志先生古稀
記念考古学論攻第Ⅱ集』，大阪・郵政考古学
会，1992年 [７]
菊池俊彦「オホーツク海北西岸の初期鉄器時代
の遺跡」『北海道考古学』31，1995年 [28]
菊池俊彦「オホーツク文化の小鐸に寄せて」
『近藤義郎古稀記念考古文集』，考古文集編集
委員会，1995年 [７]
菊池俊彦，王軍（訳)，野原（校）｢中国大陸与
北海道文化的聯系」『北方文物』1996２，
1996年 [28]
菊池俊彦，韓宝（訳）｢堪察加半島出土的寛
永通宝」『北方文物』1996３，1996年 [28]
菊池俊彦「靺鞨文化と家畜」第10回「大学と科
学」公開シンポジウム組織委員会（編)『北
方文化と日本列島』，クバプロ，1996年 [28]
菊池俊彦「サハリンの鈴谷式土器」『時の絆
石附喜三男先生を偲ぶ：道を辿る』，1998年
[28]
私市正年「Ibn 時代のアルモハード・
ヒエラルヒー」『オリエント』22１，1979年
[７]
私市正年「アルモハード・ヒエラルヒーの展開
過程―‘Abd al-Mu’min時代から王朝末期まで
―」『北大史学』19，1979年 [７]
岸俊男「良弁伝の一齣」『南都佛』43・44，
1980年 [27]
北川誠一「レヴォン・オガネソウイチ・ババヤ
ン著『十三・十四世紀のアルメニア社会経済
・政治史』」『東洋學報』53３/４，1971年
[８]
北川誠一「	
州に所在した
家領」
『北大史学』15，1975年 [８]
北川誠一「オルジタイ・ハトゥン降嫁の事情
(一)―イル・ハン国のグルジア政策―」『史
朋』２，1975年 [29]
北川誠一「暗殺教団の国々を訪ねて―イラン中
世史跡学術調査私記」『史朋』２，1975年
[29]
北川誠一「イル＝ハン国の西南グルジア支配と
サムツヘ－アタベギ領（サアタバゴ Saata-
bago）の成立」『史朋』７，1977年 [29]
北川誠一「テグダル＝オグルの乱について」
『オリエント』20２，1977年 [８]
北川誠一「モンゴル帝国の北西イラン支配とオ
ルベリヤン家の台頭」『北海道大学文学部紀
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要』26２，1978年 [８]
北川誠一「イル＝ハン国のグルジア支配とサド
ゥン・アルツルニの登用」『史學雜誌』87６，
1978年 [８]
北川誠一「イブネ・ムハムマド著，ジョン・オ
ケイン訳『スレイマーンの船』」『東洋學報』
60１/２，1978年 [８]
北川誠一「十三―十四世紀のグルジア語年代記」
『北大史学』20，1980年 [８]
北川誠一「イル＝ハンとニクーダリーヤーン」
『イスラム世界』18，1981年 [８]
北川誠一「『チルディル・エヤーレット・ジャ
バダフタリ，1694－1732』テキスト校訂，グ
ルジア語訳ツイサナ・アブラーヅェ，解説ミ
ハイル・スヴァニーヅェ」『史朋』13，1981
年 [29]
北川誠一「西アジア史料に見えるチンギス＝ハ
ーンの統治権神授説について」『北方文化研
究』16，1984年 [29]
北川誠一「レヴォン・ステパニ・ハチキャン
Levon Step‘an-i Khachikyan (19181982)」
『史朋』19，1986年 [29]
北川誠一「12－13世紀のロレスターン」『史朋』
20，1986年 [29]
北川誠一「ヤズド・カークイェ家とモンゴル人」
『文経論叢』(弘前大学人文学部）21３，
1986年 [８]
北川誠一「オクタイ・アブドゥルケリムオグル
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宮脇淳子「オイラットの高僧ザヤ=パンディタ
の伝記」山口瑞鳳（監修)『チベットの仏教
と社会』，春秋社，1986年 [21]
村岡倫「シリギの亂―元初モンゴリアの爭亂―」
『東洋史苑』24・25合併号，1985年 [21]
桃木至朗「陳朝期ヴェトナムの政治體制に關す
る基礎的研究」『東洋史研究』41１，1982年
[22]
桃木至朗「陳朝期ヴェトナムの路制に関する基
礎的研究」『史林』66５，1983年 [22]
護雅夫「突厥の国家―｢オルホン碑文」を中心
に―」『古代史講座４ 古代国家の構造１』，
学生社，1962年 [22]
護雅夫「隋・唐とチュルク国家―隋・唐「世界
帝国」の性格究明によせて―」『古代史講座
10 世界帝国の諸問題』，学生社，1964年
[22]
護雅夫「東突厥国家内部の胡人」『古代学』12
１，1965年 [35]
護雅夫「北アジア・中央アジア」国際歴史学会
議日本国内委員会（編)『日本における歴史
学の発達と現状Ⅱ』，東京大学出版会，1966
年 [22]
護雅夫「＜学界動向＞[各国の文書館５］ソ連
科学アカデミイ＝アジア諸民族研究所レニン
グラード支所の「東洋学者アルヒーフ｣」『史
學雑誌』7512，1966年 [22]
護雅夫「ソ連の東洋学について―レニングラー
ド大学東洋学部を中心に―」『思想』507，
1966年 [22]
護雅夫「ソグド人の東方発展に関する考古学的
一資料」『遊牧社会史探究』45，1972年 [22]
森川哲雄「中期モンゴルのトゥメンについて―
特にウルスとの関係を通じて―」『史學雑誌』
81１，1972年 [22]
森川哲雄「ハルハ・トゥメンとその成立につい
て」『東洋學報』55２，1972年 [22]
森川哲雄「オルドス・十二オトク考」『東洋史
研究』32３，1973年 [22]
森川哲雄「チャハル・八オトクとその分封につ
いて」『東洋學報』58１/２，1976年 [22]
森川哲雄「トゥメト・十二オトク考」『江上波
夫教授古稀記念論集 歴史篇』，山川出版社，
1977年 [22]
森川哲雄「『四オイラト史記』に見られる諸集
団について」『歴史学・地理学年報』(九州大
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学教養部）２，1978年 [22]
森川哲雄「チャハルのブルニ親王の乱をめぐっ
て」『東洋學報』64１/２，1983年 [22]
森川哲雄「アムルサナをめぐる露清交渉始末」
『九州大学歴史学・地理学年報』７，1983年
[22]
守川知子「サファヴィー朝支配下の聖地マシュ
ハド―一六世紀イランにおけるシーア派都市
の変容―」『史林』80２，1997年 [22]
森田憲司「京師地名對索引」『奈良大学紀要』
９，1980年 [35]
森田憲司「文昌帝君の成立―地方から科擧の
へ―」梅原郁（編）『中國近世の市と文
化』，京都大学人文科学研究所，1984年 [35]
森田憲司「＜書評＞陳垣編，陳智超・曽慶瑛校
補『道家金石略』」『奈良史学』７，1989年
[22]
森田憲司「『廟学典礼』成立考」『奈良史学』10，
1992年 [22]
森田憲司「『事林広記』の諸版本について―国
内所蔵の諸本を中心に―」『宋代の知識人』
(宋代史研究会研究報告４)，汲古書院，1993
年 [22]
森本公誠「カラール農民か，カッラール農民か
―エジプト農民に関するマクリーズィーの記
述の解釈をめぐって―」『イスラム世界』16，
1979年 [22]
森安孝夫「吐蕃の中央アジア進出」『金沢大学
文学部論集 史学科篇』４，1984年 [22]
や行
山内昌之「＜書評＞鈴木正四著『アジア民族革
命の研究』」『アジア経済』14８，1973年
[36]
山内昌之「トルコ＝アルメニア戦争とトルコの
対ソ関係（1919 1920)」『スラヴ研究』19，
1974年 [36]
山内昌之「＜史料紹介＞一九〇八年革命とオス
マン帝国支配下のバルカン労働運動の一側面
―マケドニア語史料集の紹介―」『史學雜誌』
8410，1975年 [23]
山内昌之「トルコ革命と社会主義―イスラムお
よび民族主義との関連において―」『思想』
623，1976年
山内昌之「トルコの対外政策と東方関係（1920
1921)―｢バツーム危機」をめぐるトルコ＝
ソヴェト関係―」『アジア・アフリカ言語文
化研究』13，1977年 [36]
山内昌之「『ルヴュ・ドゥ・モンド・ミュズル
マン』収録論文・記事索引 1907 1926」『ア
ジア・アフリカ言語文化研究』14，1977年
[36]
山内昌之「ヴァイソフ神軍考」『東洋學報』59
３/４，1978年 [23]
山内昌之「イスラム世界とロシア革命（Ⅰ）
スルタンガリエフの革命理論―資料と解説―」
『アジア・アフリカ言語文化研究』15 別冊，
1978年 [36]
山内昌之「ソ連邦の現代スーフィズム―社会主
義体制とイスラム神秘主義教団―」日本国際
政治学会（編)『国際政治』69「国際関係思
想｣，1981年 [23]
山内靖子「土地の社会化に見られるエス・エル
の思想的特質―社会民主党との対比を中心に
(1901 1905)―」『歴史学研究』412，1974年
[36]
山口瑞鳳「吐蕃―伝承と制度から見た性格―」
『歴史教育』15９/10，1967年 [23]
山口瑞鳳「蘇の領界― rTsan yul Yan lag
gsum pah
・
i ru―」『東洋學報』50４，1968年
[23]
山口瑞鳳「白蘭と Sum pa の rLans 氏」『東洋
學報』52１，1969年 [23]
山崎利男「ポロックとインド法」『現代イギリ
ス法』(内田力藏先生古稀記念)，成文堂，
1979年 [23]
山崎利男「インドにおける中世世界の成立」
『中世史講座』１，学生社，1982年 [23]
山崎利男「四―一二世紀インドにおける村落享
有の確認とその消滅」『東洋文化研究所紀要』
88，1982年 [23]
山崎利男「一九四七年インド独立法の研究（二)」
『東洋文化研究所紀要』109，1989年 [23]
山崎利男「ヘンリ＝メインのインド法論研究序
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説」『創価大学比較文化研究』８，1992年
[23]
山田慶兒「授時への道―元朝治下の天文臺と
天文學者―」『中國の科學と科學者』，京都大
学人文科学研究所，1978年 [36]
山本謙吾「滿洲語文語形態論」『世界言語概説
下』研究社，1955年 [23]
山本光朗「經濟面から見た中央アジアの研究史」
『東洋史研究』38１，1979年 [23]
山本光朗「八世紀以前のターリム盆地地方の毛
織物生産について」『東洋史研究』38４，
1980年 [23]
山本光朗「｢寄田仰穀」考」『史林』67６，
1984年 [23]
山本光朗「パルヴァタ考」『東洋史研究』46４，
1988年 [23]
矢野道雄「非ヨーロッパ世界と科学・技術」
『新・岩波講座 哲学８ 技術・魔術・科学』，
岩波書店，1986年 [23]
吉田順一「モンゴルの遊牧の根底」『モンゴル
研究』11，1980年 [24]
吉田順一「ハンガイと陰山」『史観』102，1980
年 [24]
吉田順一「モンゴル族の遊牧と狩獵―十一世紀
～十三世紀の時代―」『東洋史研究』40３，
1981年 [24]
吉田順一「モンゴル帝国時代におけるモンゴル
人の牧地と移動」護雅夫（編）『内陸アジア
・西アジアの社会と文化』，山川出版社，
1983年 [24]
吉田順一「モンゴルの伝統的な遊牧の地域性」
『史滴』５，1984年 [24]
吉田順一「『元史』太祖本紀の研究―特に祖先
物語について―」早稲田大学文学部東洋史研
究室（編)『中国正史の基礎的研究』，早稲田
大学出版部，1984年 [24]
吉田豊「HUMBACH, Helmut-Prods O. 
: The Sassanian Inscription of Paikuli, Part
1. Supplement to Herzfeld’s Paikuli, by Hum-
bach, Dr. Ludwig Reichert Verlag, Wiesbaden
and the Iranian Culture Foundation, Tehran,
1978, 28 pp., 63 plates, 1 map ; Part 2. Synoptic
Tables, Dr. Ludwig Reichert Verlag, Wiesba-
den, 1980, 15 pp., 30 tables ; Part 3.1. Restored
text and translation, by 	
, Dr. Ludwig
Reichert Verlag, Wiesbaden, 1983, 152 pp. ;
Part 3.2. Commentary, by 	
, Dr. Ludwig
Reichert Verlag, Wiesbaden, 1983, 160 pp.」
『言語研究』85，1984年 [24]
吉田豊「ソグド語研究文献目録（1979 1984)」
『西南アジア研究』23，1984年 [36]
吉田豊「大谷探検隊将来中世イラン語文書管見」
『オリエント』28２，1985年 [24]
吉田豊「＜書評・紹介 (Review)＞Johannes
Beizing : Chwaresmischer Wortindex. Mit einer
Einleitung von H. Humbach. Herausgegeben
von Z. Taraf. 740 pp. Wiesbaden, 1983. DM
184.」『アジア・アフリカ言語文化研究』31，
1986年 [36]
吉田豊「漢訳マニ教文献における漢字音写され
た中世イラン語について（上)」『外国学研究』
(神戸市外国語大学外国学研究所）17，1987
年 [24]
吉田豊「カラバルガスン碑文のソグド語版につ
いて」『西南アジア研究』28，1988年 [36]
米林仁「オスマン朝初期のベイレルベイリク制
―アナドル・ベイレルベイの設置時期をめぐ
って―」『アジア・アフリカ言語文化研究』
24，1982年 [36]
わ行
若松寛「ツェワン・アラブタンの登場」『史林』
48６，1965年 [24]
若松寛「ボグドチャガンラマとココホトのラマ
教」『鷹陵史学』１，1975年 [24]
若松寛「ロシア史料より見たグシ汗の事績」
『史林』59６，1976年 [24]
若松寛「ブリャートのラマ教」『京都府立大学
学術報告・人文』28，1976年 [36]
若松寛「アルトゥン―ハーン三世伝考証―十七
世紀後半の一モンゴル王侯の生涯―」『京都
府立大学学術報告・人文』30，1978年 [36]
若松寛「ジルン活仏小伝―清・チベット関係の
一面―」『佛教史学研究』21１，1978年
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[24]
若松寛「アルトゥン ハーン伝考証」『内田吟風
博士頌寿記念東洋史論集』，同朋舎出版，19
78年 [24]
若松寛「西寧トンコル フトクトの事績」『立命
館文学』418～421（三田村博士古稀記念東洋
史論叢)，1980年 [24]
和田博「吐谷渾と南北兩朝との關係について」
『史學』25２，1951年 [24]
和田博「我が東洋學界の近況」『東方学』８，
1954年 [24]
和田博「明代の鐵砲傳來とオスマン帝國―
器譜と西域土地人物略―」『史學』31１/４，
1958年 [24]
渡辺金一「なぜまたビザンツなのか―ビザンツ
研究の提起するもの―」『一橋論叢』88５，
1982年 [24]
渡辺金一（訳）｢ハンス・ゲオルク・ベック著
『ビザンツ学の今日』」『宗教と文化』(聖心女
子大学キリスト教文化研究所）８，1982年
[24]
渡辺宏「波斯湾の不知火―アルハシァバート考
―」『白山史学』８，1961年 [24]
渡辺宏「マルコ・ポーロ関係書誌」『文獻』10，
1965年 [24]
渡辺宏「宋代の大食国朝貢」『白山史学』13，
1967年 [24]
渡辺宏「北堂書鈔所引裴淵南海記―廣州記考―」
『史学』40２/３，1967年 [24]
渡辺仁「アイヌの生態と本邦先史学の問題」
『人類誌』72１，1964年 [36]
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第２部 科学研究費補助金重点領域研
究「イスラムの都市性」報告書関係
「イスラムの都市性」研究報告編
【第37分冊】
「｢イスラムの都市性」出版物一覧」『マディー
ニーヤ ニューズレター』号外＜総目次号＞，
1991年 [37]
林武「イスラームの都市について―若干の感想
―」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』１，1988年 [37]
大室幹雄「イスラーム都市研究への期待―文芸
と歴史のあわい―」『イスラムの都市性・研
究報告（研究報告編)』２，1988年 [37]
杉田繁治「人文科学とコンピュータ」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』３，
1988年 [37]
原廣司「イスラーム都市の建築的特性」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』４，
1988年 [37]
清水展「フィリピン都市における聖週間儀礼―
イエス受難の追体験―」『イスラムの都市性
・研究報告（研究報告編)』５，1988年 [37]
日野舜也「東アフリカの都市とイスラム」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
６，1988年 [37]
嶋田義仁「西アフリカ内陸イスラム都市の３種
類」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』７，1988年 [37]
家島彦一「都市ネットワーク論をめぐって―イ
ンド洋西海域におけるダウ船調査に基づく―」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
８，1988年 [37]
今永清二「タイ北部の中国人ムスリム社会の形
成」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』９，1989年 [37]
大木昌「ジャワ北海岸のイスラム都市―スラバ
ヤの事例―」『イスラムの都市性・研究報告
(研究報告編)』10，1989年 [37]
上田信「中国都市における無頼の世界｣／清水
宏祐「イラン史における任侠集団｣／川北稔
｢ロンドンのシティ・ポーター―近世都市の
内部システム」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』11，1989年 [37]
嶋田義仁「黒人アフリカにおけるイスラム都市
文化―衣服文化の発展をめぐって―」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』12，
1989年 [37]
是永駿「中国現代文学における都市」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』13，
1989年 [37]
友杉孝「バンコクにみられる時間の断層―精霊
・貨幣・王権―」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』14，1989年 [37]
嶋本隆光「イスラームの経済と倫理―イランの
12イマーム派シーア主義の場合―」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』15，
1989年 [37]
石田進「イスラームの無利子銀行」『イスラム
の都市性・研究報告』16，1989年 [37]
米山俊直「アフリカ・イスラーム研究の再検討」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
17，1989年 [37]
店田廣文「エジプトにおける都市化とイスラー
ム」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』18，1989年 [37]
加納弘勝「ネットワーク論と中東社会」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』20，
1989年 [37]
真田安「東西都市像の分水嶺―中国共産党解放
期の調査報告からみたカシュガリアの都市像
―」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』21，1989年 [37]
高階美行「アラブの都市名―美称・異称とその
変遷」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』22，1989年 [37]
菊池忠純「12世紀のイラク・シリアの都市―イ
ブン・ジュバイルの記述から―」『イスラム
の都市性・研究報告（研究報告編)』23，
1989年 [37]
河邊宏「イスラームと出生行動」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』19，1989
年 [37]
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田中一成「中国都市のイメージ」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』24，1989
年 [37]
奴田原睦明「文学に表現された都市―外辺から
見た都市―」『イスラムの都市性・研究報告
(研究報告編)』25，1989年 [37]
中村公則「イラン都市のイメージ」『イスラム
の都市性・研究報告（研究報告編)』26，
1989年 [37]
大村次郷「イスラーム都市のイメージ」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』27，
1989年 [37]
梅原郁「中国都市城壁のイメージ」『イスラム
の都市性・研究報告（研究報告編)』28，
1989年 [37]
樺山紘一「ネクロポリスの原理」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』29，1989
年 [37]
阿部謹也「中世ヨーロッパの国家と民衆」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
30，1989年 [37]
【第38分冊】
原洋之介「イスラーム経済論の方法―パキスタ
ンを事例にして―」『イスラムの都市性・研
究報告（研究報告編)』31，1989年 [38]
津上誠「サラワクにおけるイスラム教とキリス
ト教：カヤン族にとって宗教とは何か」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
32，1989年 [38]
松山光秀「ワシムラの古図にみるコスモロジー
に関する報告（その一)」『イスラムの都市性
・研究報告（研究報告編)』33，1989年 [38]
杉山正明「モンゴル帝国における首都と首都圏」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
34，1989年 [38]
久保一之「ティームール朝時代のヘラートにお
ける文化活動とその背景」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』35，1989年
[38]
柳橋博之「都市とイスラム法」『イスラムの都
市性・研究報告（研究報告編)』36，1989年
[38]
関哲行「11～13世紀のサンチャゴ巡礼路都市サ
ーグン」『イスラムの都市性・研究報告（研
究報告編)』37，1989年 [38]
福嶋正徳「シリア系，レバノン系ブラジル移民
の都市的生活―商業・文化活動を中心に―」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
38，1989年 [38]
斎藤寛海「ダマスクス市場のフィレンツェ毛織
物価格―｢ダンピング」はあったのか―」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
39，1989年 [38]
米山俊直「パラダイムの構築のために」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』40，
1989年
妹尾達彦「清代西安府の都市構造―光緒19年
(1893）測絵「西安府図」をもとにして―」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
41，1989年 [38]
坂本勉「トルコ＝イラン比較関係史と都市の商
業」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』42，1989年 [38]
私市正年「イスラム都市の性格と都市史の諸段
階―フェスの歴史からみた試論―」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』43，
1989年 [38]
小沢彰「近代ウイグル人教育と都市社会―19～
20世紀初のカシュガル―」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』44，1989年
[38]
ガーリー・シュクリー「現代エジプト文学にお
ける思想的基盤」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』46，1989年 [38]
片倉もとこ「｢生活文化における流動性」―イ
スラームの都市性と関連して―」『イスラム
の都市性・研究報告（研究報告編)』47，
1989年 [38]
堀内正樹「都市の祭りと田舎の祭り―現代モロ
ッコの聖者祭について―」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』48，1989年
[38]
小西正捷「世界像の時空認識」『イスラムの都
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市性・研究報告（研究報告編)』49，1989年
[38]
宇田川妙子「イタリアの「町 PAESE」とは何
か：community studies再考の試み」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』50，
1989年 [38]
【第39分冊】
宮田律「戦後イランにおける非政治勢力トゥー
デ党の社会基盤」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』51，1989年 [39]
高橋和夫「コーズ・ウェイ開通後のバフレーン」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
52，1989年 [39]
木村修三「アラブ・イスラエル紛争の中におけ
るエルサレム問題」『イスラムの都市性・研
究報告（研究報告編)』53，1990年 [39]
加藤和秀「モンゴル支配下の中央アジア定住社
会―ワクフ文書の分析を中心に―」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』54，
1990年 [39]
西山克典「帝政ロシアのムスリム世界における
都市―タイポロジーの試み―｣／原暉之「シ
ベリアの都市」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』55，1990年 [39]
Ａ.Ｍ.タッリーマ「カイロの発展と当面する諸
問題」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』56，1990年 [39]
北川建次「インドの都市の地域構造」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』57，
1990年 [39]
西脇隆夫「中国のイスラム文学」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』58，1990
年 [39]
深沢克己「オスマン帝国期の国際商業都市アレ
ッポ」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』59，1990年 [39]
上田信「漢族の都市性―『歴年記』を素材にし
て―｣／鵜川馨「ヨーロッパ都市史の諸段階｣
／羽田正「上田報告，鵜川報告に対するコメ
ント」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』60，1990年 [39]
藤縄智子「イラン・イスラーム革命における言
語活動の一考察」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』61，1990年 [39]
利光正文「アチェにおけるイスラム改革運動と
都市」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』62，1990年 [39]
西村重夫「インドネシア共和国の公立学校にお
けるイスラーム教育」『イスラムの都市性・
研究報告（研究報告編)』63，1990年 [39]
真田芳憲「共同体の法的基礎」『イスラムの都
市性・研究報告（研究報告編)』64，1990年
[39]
岡崎桂二「アラブ文学における自然と都市―イ
ムル・ル・カイスからイブン・ジュバイルま
で―」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』65，1990年 [39]
嶋本隆光「イスラームの経済倫理と共同体（ウ
ンマ)」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』66，1990年 [39]
小松久男「中央アジア都市民のアイデンティテ
ィ変容：20世紀のブハラを中心に」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』67，
1990年 [39]
武藤幸治「交易都市ドバイ」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』68，1990年
[39]
守屋毅「日本の都市のイメージ―いわゆる「洛
中洛外図屏風」をめぐって―」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』69，1990
年 [39]
堀直「イスラム都市の街区―中央アジアの場合
―」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』70，1990年 [39]
【第40分冊】
西川潤「現代世界経済の中でのイスラーム経済
圏」『イスラムの都市性・研究報告（研究報
告編)』71，1990年 [40]
鷹木恵子「チュニジア：シーディ・ブゥ・サイ
ードの町の空間表象」『イスラムの都市性・
研究報告（研究報告編)』72，1990年 [40]
田仲一成「中国の都市の祭りと農村の祭り―市
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場地におけるイスラムの影―」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』73，1990
年 [40]
斎藤寛海「ヴェネチア政府によるトルコ小麦の
獲得―1539，40年飢饉における―」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』74，
1990年 [40]
店田廣文「エジプトの都市と高齢者」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』75，
1990年［40］
清水芳見「アラブ・ムスリムの祝い事―ヨルダ
ン北部一村落の事例分析―」『イスラムの都
市性・研究報告（研究報告編)』78，1990年
[40]
松田素二「都市における「伝統」氾濫のとらえ
方―ナイロビのフィールドワークから―」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
76，1990年 [40]
森伸生「イスラームの祭事―２大祭を中心にし
て―」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』77，1990年 [40]
弘末雅士「湾港都市と後背地―スマトラ西岸の
バルスの事例より―」『イスラムの都市性・
研究報告（研究報告編)』79，1990年 [40]
日野舜也「アフリカにおけるイスラームとキリ
スト教―タンザニア国民社会をめぐるいくつ
かの事件から―」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』80，1990年 [40]
三浦徹「ダマスクス史再考」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』81，1990年
[40]
河邊宏「バグダッド市の人口」『イスラムの都
市性・研究報告（研究報告編)』82，1990年
[40]
赤阪賢「イスラム・商業・都市化―マリ調査か
ら―」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』83，1990年 [40]
小牧昌平「前近代末期のイランの「都城｣―シ
ーラーズの場合―」『イスラムの都市性・研
究報告（研究報告編)』84，1990年 [40]
佐藤次高「アラブ・イスラーム世界の都城―バ
グダードとカイロを中心に―」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』85，1990
年 [40]
応地利明「南アジアの都城」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』86，1990年
[40]
足利健亮「アジアの都城―その思想と形態「東
アジア―日本｣」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』87，1990年 [40]
妹尾達彦「アジアの都城―その思想と形態「東
アジア―中国｣」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』88，1990年 [40]
石丸由美「シェムセッティーン・サーミーと
『ハフタ』―文化的トルコ・ナショナリズムの
源流―｣／渡辺司「アルジェリア民族運動に
おけるアラブ・イスラム主義とベルベル主義｣
／四宮宏貴「イギリス統治時代におけるイン
ドの「地方自治」制度―パンジャーブの事例
を中心に―｣／宮原辰夫「インド・連合州に
おけるナショナリズムの形成―植民地状況下
での民族分離の萌芽についての一考察―｣／
山内昌之「コメント」『イスラムの都市性・
研究報告（研究報告編)』89，1990年 [40]
田中優子「江戸の都市と文学」『イスラムの都
市性・研究報告（研究報告編)』90，1990年
[40]
【第41分冊】
嶋田義仁「ジェンネの都市形成」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』91，1990
年 [41]
小松久男「中央アジアの都市と民族問題」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
92，1990年 [41]
飯森嘉助「中世イスラム都市におけるヘスバ
(風紀・市場監督取締）官職について」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』93，
1990年 [41]
西尾哲夫「アラビア語エジプト方言の疑問詞の
語順について―コプト語影響説の再検討―」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
94，1990年 [41]
阿久津昌三「19世紀におけるクマシ・ゾンゴの
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都市構造―西アフリカ，ガーナ共和国のアサ
ンテの事例―」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』95，1990年 [41]
中澤政樹「マレーシアにおけるイスラーム原理
主義運動の動向」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』96，1990年 [41]
堀内正樹「モロッコにおける聖者信仰の複合性」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
97，1990年 [41]
森川洋「中央ヨーロッパにおける都市システム
の発展」『イスラムの都市性・研究報告（研
究報告編)』98，1991年 [41]
片岡一忠「中国都市の発展の諸段階―天津の形
成と発展―」『イスラムの都市性・研究報告
(研究報告編)』99，1991年 [41]
矢守一彦「日本の城下町プランについて」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
100，1991年 [41]
サイラス・ゴードン「中東古代都市の生活文化」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
101，1991年 [41]
小牧昌平「シーラーズのマハッレ―19世紀後半
を中心として―」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』102，1991年 [41]
佐藤眞典「フリードリッヒ＝バルバロッサとイ
タリア諸都市」『イスラムの都市性・研究報
告（研究報告編)』103，1991年 [41]
嶋本隆光「イスラームの経済倫理と商業活動―
Hajj Mohammad Hasan Amin al-Zarbの事例を
中心に―」『イスラムの都市性・研究報告
(研究報告編)』104，1991年 [41]
栗田禎子「スーダンのマフディー運動における
社会的諸勢力―商人・農民・牧畜民―」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
105，1991年 [41]
後藤重巳「岡藩城下街竹田の創設と発展をめぐ
って」『イスラムの都市性・研究報告（研究
報告編)』106，1991年 [41]
池田修「アルファーラービーの都市論」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』107，
1991年 [41]
飯塚キヨ「16～17世紀南アジア地域における都
市外部ネットワーク―キャラバンサライ遺跡
分布に関する一所見―」『イスラムの都市性
・研究報告（研究報告編)』108，1991年
[41]
中村緋紗子「インドネシアにおけるイスラーム
法の制度化―イスラーム宗教裁判所法案の背
景とその意義について―」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』109，1991年
[41]
富沢寿勇「東南アジア王権研究の諸問題―イス
ラームと非イスラームの視点から―」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』110，
1991年 [41]
設樂國廣「アンカラの変容―共和国への道」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
111，1991年 [41]
竹沢尚一郎「アフリカ都市：モデルと文法」
『イスラムの都市性・研究報告（研究報告編)』
112，1991年 [41]
愛宕あもり「ワクフの法制について」『イスラ
ムの都市性・研究報告（研究報告編)』113，
1991年 [41]
戸田三三冬「スエズ運河建設後のイタリア人移
民とアラブ世界―《ジプシー風アナキスト》
レーダ・ラファネッリ―」『イスラムの都市
性・研究報告（研究報告編)』114，1991年
[41]
ナギザデ・モハンマド「イスラム経済マクタブ
について」『イスラムの都市性・研究報告
(研究報告編)』115，1991年 [41]
藤田孝美「ギリシアの学芸のイスラム世界への
伝播とその相克」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』116，1991年 [41]
小倉暢之「東アフリカ諸都市におけるアガ・カ
ーンと近代建築」『イスラムの都市性・研究
報告（研究報告編)』117，1991年 [41]
関根謙司「アンダルシアとマグレブにおけるユ
ダヤ教徒とイスラーム教徒の食文化」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究報告編)』119，
1991年 [41]
新妻仁一「シリア正教会と現代」『イスラムの
都市性・研究報告（研究報告編)』120，1991
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年 [41]
「イスラムの都市性」研究会報告編
【第42分冊】
宮治美江子「Ⅴ.宮治美江子の報告」『イスラム
の都市性・研究報告（研究会報告編)』１・
補，1988年 [42]
永田雄三「Ｎ班「イスラーム都市関係史料デー
タベース化作業」第１回研究会」『イスラム
の都市性・研究報告（研究会報告編)』２，
1988年 [42]
中村光男「Ｋ班「宗教・民族運動と都市」研究
会報告」『イスラムの都市性・研究報告（研
究会報告編)』３，1989年 [42]
アリフィン・ベイ「東南アジアのイスラム都市
と文化人―特にエリートについて―｣／私市
正年「12世紀のマグリブ地域のリバート及び
ラービタとスーフィー・聖者社会｣／片岡一
忠「中国近代都市の形成と発展―天津の場合
―｣／妹尾達彦「研究経歴と今後の予定」『イ
スラムの都市性・研究報告（研究会報告編)』
４，1989年 [42]
加藤博・黒木英充・後藤明・羽田正・林佳世子
・三浦徹「シンポジウム『イスラム自由都市
論』批判＜１＞」『イスラムの都市性・研究
報告（研究会報告編)』５，1989年 [42]
森川孝典「イスラム都市のイメージ１：カイロ｣
／黒木英充「イスラム都市のイメージ２：ア
レッポ｣／林佳世子「イスラム都市のイメー
ジ３：イスタンブル｣／陣内秀信「イスラム
都市のイメージ４：三都市を歩いて｣／向井
英明「日本の伝統都市のイメージ：城下町金
沢」『イスラムの都市性・研究報告（研究会
報告編)』６，1989年 [42]
永田雄三「Ｎ班「イスラーム都市関係史料デー
タベース化作業」第２・３回研究会」『イス
ラムの都市性・研究報告（研究会報告編)』
７，1989年 [42]
小林一宏「スペインの形成とイスラーム｣／奥
田敬「ナポリから見たイスラム―地中海世界
の都市と王権―｣／北村暁夫「イタリアのチ
ュニジア移民｣／樺山紘一「亡命の地中海史
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